
 
 
 
 

グリーンボンド ８月に１００億円発行を決定！ 
「第 2 回川崎市グリーンボンド 10 年公募公債を発行します」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

資金の使いみち 

 
 
 

 
 
 
 
 
  

分類 事業内容 環境面での便益 

汚染防止及び管理 
エネルギー効率 

 橘処理センター整備事業 

 エネルギー回収率(発電能力)の向上 
 廃棄物由来によるバイオマス発電 
 環境負荷の低減（有害物質の排出削減） 
 ミックスペーパー資源化処理による 3R の推進 

グリーンビルディング  本庁舎等建替事業 
 CASBEE 川崎 S ランク相当の環境負荷の低減
（温室効果ガスの排出削減） 

 災害対策活動の中枢拠点としての機能強化 

エネルギー効率  環境配慮技術導入事業  エネルギー消費削減による CO2排出削減量 

気候変動への適応 
持続可能な水資源および廃

水管理 
・ 五反田川放水路整備事業 

 水害リスクに対する地域防災力の向上 
時間雨量 90mm による被害の解消（浸水面
積 341ha, 被害戸数 7,100戸の解消） 

昨年 8月、本市は政令市初のグリーンボンドを発行しました。 
2050 年までの CO2排出実質ゼロに向けた取組の一環として、今年も 8月にグリーンボンドを機関投資家

向けに１００億円発行することを決定しました。 
グリーンボンドは、使途を環境改善効果のある資金使途に限定して発行する債券です。 
地球温暖化をはじめとした環境問題の解決に資する性質を有する投資対象を高く評価する投資家の皆様

から応援をいただきながら、ＥＳＧ投資を活性化させることで、社会全体の関心を高めていきます。また、環境
問題が差し迫った課題であることを市民・事業者の皆さまと共有し、地球温暖化対策の取組を加速化させる
効果的な取組を実践していきます。 

 
 
 
 
 

 
 
 

（※）ESG投資：環境、社会、ガバナンスを重視した運営を行う発行体の株式や債券などを対象とした投資方法 

橘処理センター整備事業 本庁舎等建替事業 五反田川放水路整備事業 

グリーンボンド発行により調達した資金の使いみちは、「エネルギー回収率(発電能力)の向上」 
「ミックスペーパー資源化処理による３Ｒの推進」「水害リスクに対する地域防災力の向上」等の便益を見込む
以下の事業に充当します。 

 
 

 
 
 

令和 4年７月４日 
報 道 発 表 資 料 



 
 

第 2回のグリーンボンドの概要 

銘柄名称 第 2回川崎市グリーンボンド 10年公募公債 

年限 10年（満期一括償還） 

発行額 100億円 

利率 未定 

発行時期 ８月 

主幹事（※） みずほ証券株式会社（事務）、大和証券株式会社、野村證券株式会社 

適合性評価（※） 
株式会社日本格付研究所より、最上位評価の Green1（F)を受けています。詳細について
は本市のホームページに公開しております。 
https://www.city.kawasaki.jp/230/cmsfiles/contents/0000130/130339/202107spo.pdf 

購入対象先 機関投資家 
 
 
  

グリーンボンド・フレームワーク 
グリーンボンド発行に当たり、充当事業選定のプロセス、資金管理方法、レポーティング方法等について、フレー

ムワークを作成しています。フレームワークは本市のホームページに公開しております。 
https://www.city.kawasaki.jp/230/cmsfiles/contents/0000130/130339/202107framework.pdf 

 
（参考）第 1回川崎市グリーンボンド 5年公募公債の概要 

銘柄名称：第 1回川崎市グリーンボンド５年公募公債 
年限：5年（満期一括償還） 

発行額：５０億円 
利率：0.005％ 

発行日：2021年 8月１８日(水) 
主幹事：みずほ証券株式会社（事務）、SMBC日興証券株式会社 

投資表明件数：４５件 
 

（参考）自治体における令和 3年度以降のグリーンボンドの発行実績（川崎市調べ ※国内発行のみ） 
川崎市︓令和３年 8月発行、50億円、5年債 
長野県︓令和３年 10月発行、100億円、10年債 
東京都︓令和３年 10月発行、150億円、5年債 
東京都︓令和３年 10月発行、150億円、30年債 

神奈川県︓令和３年 10月発行、100億円、5年債 
福岡市︓令和４年 1月発行、50億円、10年債 
三重県︓令和４年 2月発行、50億円、10年債 

 

（※）主幹事とは、引受・販売など起債運営全般をとりまとめる者として、市が指定したもの。 
（※）適合性評価とは、国際資本市場協会（ICMA）のグリーンボンド原則 2021 及び環境省グリーンボンドガイドライン 

2020 年版との適合性について、本市が指定した第三者機関による評価。 


